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序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文

　スリ・ランカ民主社会主義共和国（以下、スリ・ランカ）ペラデニア大学歯学教育プロジェク

トは、1998年２月から５年間の協力期間において、同国の歯科口腔疾患の対策ならびに歯科公衆

衛生を通じた予防サービス全般の向上に貢献することを目的として開始されました。

　協力開始後１年が過ぎた時期には、プロジェクトの運営管理面について現状を把握し助言を行

うため、東京医科歯科大学歯学部長江藤一洋氏を団長とし、1999年４月25日から５月１までの日

程で、運営指導調査団を派遣しました。

　また、協力開始後３年が過ぎようとしている時点でこれまでの活動内容を確認し、本プロジェ

クトにかかわる専門家とカウンターパートに必要な助言を提供し、また本プロジェクト当初の目

標を達成するために必要な事項をスリ・ランカ側関係者と協議するため、国際協力事業団は、2000

年11月27日から12月６日までの日程で当事業団国際協力専門員山形洋一を団長として、運営指導

調査団（中間評価調査団）を派遣しました。

　本報告書は、上記調査団の調査結果を取りまとめたものです。

　ここに本調査にご協力を賜りました関係各位に深甚なる謝意を表します。

　平成13年１月

国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団国際協力事業団
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